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　平成23年第2回定例会は、会期を6月15日から20
日までの6日間開催されました。 
　監査委員の選任、平成23年度各会計補正予算、条
例の制定・一部改正など議案8件、同意2件、報告3件、
諮問2件を審議しました。 
　また、議長不信任の動議が提出され、賛成多数で可
決されました。議長の辞任に伴い選挙が行われ、新議
長が選出されました。 

　一般質問では4人の議員が質問に立ち、町政に対す
る理事者の考えを質したほか、議会提出議案の新幹線
等建設促進に関する調査特別委員会及び七飯町議会の
改革に関する調査特別委員会の設置や意見書など原案
どおり可決しました。 
　なお、今定例会に議会議員の納税の実態についての
陳情書が提出され、議会運営委員会に付託しました。 

審議結果 

町税外公法上の収入金徴収に関する条例の廃止に伴う関係条例の整理に 
関する条例の制定について 
七飯町税条例の一部改正について 
七飯準都市計画特定用途制限地域における建築物等の用途の制限に関する 
条例の一部改正について 
七飯町営住宅の設置条例の一部改正について 
平成２３年度七飯町一般会計補正予算（第３号） 
平成２３年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
平成２３年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号） 
監査委員の選任について 
固定資産評価審査委員会委員の選任について 
人権擁護委員候補者の推薦について 
人権擁護委員候補者の推薦について 
財産の交換について 
平成２２年事業年度七飯町土地開発公社決算報告について 
平成２２年度財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告並びに決算報告について 
繰越明許費繰越計算書について 
議長不信任の動議 
議会議員の納税の実態についての陳情書 
仮議長の選挙 
仮議長の選挙 
議長の選挙 
特別委員会設置に関する決議 
特別委員会設置に関する決議 
地方財政の充実・強化を求める意見書 
原発からの撤退、安全最優先と自然エネルギーへの転換を求める意見書 
公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書 
議長辞任の件 
農業委員会委員の推薦について 
出納検査報告 
議員の派遣について 
閉会中の委員会活動の承認について 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
同意 
同意 
可 
可 
◎ 
報告済 
報告済 
報告済 
○ 
付託 
 
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
許可 
決定 
報告済 
承　認 
承　認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議会運営委員会へ付託 

条例制定 

条例改正 

補正予算 

人　　事 

報　　　告 

動　　　議 
陳　　　情 

選　　　挙 

そ の 他 

そ の 他 

意見書等 

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決 

議
　
　
　
　
　
　
　
案 

議　　　　件　　　　名　　　　等 継続審査・調査・その他 番　　号 結  果 区　　分 

発
　
議
　
案 

議 案第３１号 
 
議 案第３２号 

議案第３３号 
 
議 案第３４号 
議案第３６号 
議案第３７号 
議案第３８号 
同意第４号  
同意第５号  
諮問第１号  
諮問第２号  
議案第３５号 
報告第７号  
報告第８号  
報告第９号  
 
陳 情第１号  
選挙第９号  
選挙第１０号 
選挙第１１号 
発議案第５号
発議案第６号
発議案第７号
発議案第８号
発議案第９号 

七飯町議会の改革に関する調査特別委員会 
新幹線等建設促進に関する調査特別委員会 

を設置 
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七飯町 議会だより 

◆
町
税
外
公
法
上
の
収
入
金
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

「
町
税
外
公
法
上
の
収
入
金

徴
収
に
関
す
る
条
例
」
が
「
七

飯
町
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条

例
」
に
全
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
関
係
条
例
の
改
正
。

施
行
期
日
は
公
布
の
日

◆
七
飯
町
税
条
例

東
日
本
大
震
災
に
係
る
国
税

の
特
例
措
置
に
係
る
所
定
の
改

正
。

平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
準
都
市
計
画
特
定
用
途

制
限
地
域
に
お
け
る
建
築
物
等

の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例

準
都
市
計
画
地
域
の
特
定
用

途
制
限
地
域
の
区
域
変
更
に
伴

う
改
正
。施

行
期
日
は
公
布
の
日

◆
七
飯
町
営
住
宅
の
設
置
条
例

鳴
川
高
台
団
地
Ｅ
棟
の
完
成

に
伴
い
、
町
営
住
宅
に
２４
戸
を

加
え
る
た
め
の
改
正
。

平
成
２３
年
９
月
１
日
施
行

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
（
第
３
号
）

福
島
の
子
ど
も
を
守
ろ
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会
負
担

金
、
鶴
野
２
号
線
改
良
舗
装
工

事
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

億
２２４
万
６
千
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９６
億
２

千
２９
万
６
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

国
庫
支
出
金
等
返
還
金
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２０７
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３３
億
５
千
３０７
万
円
と
し

た
。

◆
平
成
２３
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入
を
２９
万
４
千
円

追
加
し
３
億
９
千
６２９
万
４
千
円

に
、
ま
た
、
資
本
的
収
入
を
１８３

万
１
千
円
追
加
し
６
千
６５２
万
１

千
円
に
、
資
本
的
支
出
を
１９９
万

５
千
円
追
加
し
１
億
９
千
３１
万

９
千
円
と
し
た
。

◆
監
査
委
員
の
選
任

議
会
議
員
の
監
査
委
員
と
し

て
次
の
議
員
を
選
出
す
る
こ
と

に
同
意
。

氏
名
　
横
田
　
有
一
（
６３
歳
）

住
所
　
鳴
川
３
丁
目
２３
番
２
号

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
。

氏
名
　
森
　
忠
昭
（
６１
歳
）

住
所
　
字
大
沼
町
２０６
番
地

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
推
薦
。

氏
名
　
金
子
　
佳
子
（
６４
歳
）

住
所
　
緑
町
３
丁
目
１０
番
１
号

氏
名
　
松
田
　
照
美
（
６１
歳
）

住
所
　
鳴
川
３
丁
目
２２
番
２１
号

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
推
薦
。

氏
名
　
青
山
　
染
義
（
６４
歳
）

住
所
　
字
上
藤
城
１５４
番
地
の
８

◆
平
成
２２
年
事
業
年
度
七
飯
町

土
地
開
発
公
社
決
算
報
告
に
つ

い
て

◆
平
成
２２
年
度
財
団
法
人
北
海

道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事
業
報

告
並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い
て

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

古
い
大
型
バ
ス（
あ
か
ま
つ
）

を
下
取
り
に
し
て
、
新
し
い
中

型
バ
ス
を
購
入
。

◆
議
長
不
信
任
の
動
議

議
員
か
ら
議
長
の
税
金
が
過

去
に
お
い
て
滞
納
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

「
議
会
の
浄
化
を
自
ら
行
わ
な

け
れ
ば
、
町
民
か
ら
議
会
が
見

は
な
さ
れ
、
町
民
の
不
信
が
一

層
増
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
提
出
理
由
を
述
べ
、
議

長
の
不
信
任
動
議
が
提
出
さ
れ

た
。
採
決
は
記
名
投
票
に
よ
り

１５
名
中
賛
成
９
、
反
対
６
で
可

決
し
た
。

賛
成
者

神
c

和
枝
・
佐
野
　
史
人

青
山
　
金
助
・
坂
本
　
　
繁

畑
中
　
静
一
・
上
野
　
武
彦

中
島
　
勝
也
・
長
谷
川
生
人

中
川
　
友
規

反
対
者

小
松
　
義
光
・
横
田
　
有
一

牧
野
喜
代
志
・
木
下
　
　
敏

平
松
　
俊
一
・
日
下
部
雅
一

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
新
し
い
議
会
運
営
委
員
会
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

委
員
長

坂
　
本
　
　
　
繁

副
委
員
長

青
　
山
　
金
　
助

委
　
　
員

横
　
田
　
有
　
一

〃

牧
　
野
　
喜
代
志

〃

平
　
松
　
俊
　
一

〃

日
下
部
　
雅
　
一

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
議
長
の
選
挙

議
長
不
信
任
動
議
の
可
決
に

よ
り
、
議
長
の
辞
職
に
伴
い
選

挙
が
行
わ
れ
た
。

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、

１７
名
中
１０
票
対
７
票
で
神
c
和

枝
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

な
お
、
任
期
は
前
任
者
の
残

任
期
間
の
平
成
２７
年
４
月
３０
日

ま
で
と
な
る
。

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
３
件
、
特
別
委
員
会
設
置
の

決
議
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

◎
原
発
か
ら
の
撤
退
、
安
全
最

優
先
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書

◎
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防

災
機
能
の
整
備
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

【
特
別
委
員
会
設
置
の
決
議
】

▽
名
称

新
幹
線
等
建
設
促
進
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

▽
設
置
の
目
的

北
海
道
新
幹
線
、
北
海
道
縦

貫
自
動
車
道
整
備
等
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査

が
必
要
な
た
め
。

▽
構
成
人
員
　
９
名

▽
活
動
期
間

調
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
閉

会
中
も
継
続
し
て
調
査
を
行

う
。

▽
名
称

七
飯
町
議
会
の
改
革
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

▽
設
置
の
目
的

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
活

動
が
必
要
な
た
め
。

▽
構
成
人
員
　

議
長
を
除
く
１７
名

▽
活
動
期
間

調
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
閉

会
中
も
継
続
し
て
調
査
を
行

う
。

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
２３
年
第
２
回
定
例
会 

そ
　
の
　
他 

選
　
　
　
挙 

報
　
　
　
告 

人
　
　
　
事 

条 

例 
改 
正 

補 

正 

予 

算 

条
例
一
部
改
正 

発 

　
議 

　
案 
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一 般 質 問  

七飯町 議会だより 

町
の
地
域
防
災
計
画
は
現
在

見
直
し
中
で
あ
る
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
駒
ケ
岳
の
噴
火
規
模
の
想
定

は
難
し
い
が
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

②
駒
ケ
岳
の
噴
火
の
み
な
ら
ず
、

町
内
に
お
け
る
避
難
生
活
の
想

定
人
口
と
想
定
日
数
、
設
備
投

資
や
備
蓄
関
係
あ
る
い
は
高
齢

者
等
へ
配
慮
の
基
本
的
な
考
え

を
伺
い
た
い
。

③
平
成
１３
年
か
ら
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
が
続
け
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
間
一
度
も
ま
と
め

ら
れ
ず
、
町
長
は
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
の
重
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
そ
し
て
い
つ
ま

で
に
新
防
災
計
画
を
完
成
さ
せ

る
の
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

①
駒
ケ
岳
の
噴
火
に
対
し
て
は

そ
の
規
模
に
あ
わ
せ
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
参
り
た
い
。
備
蓄

品
や
避
難
所
の
設
備
投
資
は
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
合
わ

せ
検
討
し
た
い
。

②
国
の
防
災
基
準
で
避
難
生
活

は
７
日
間
だ
が
、
町
の
備
蓄
品

や
避
難
所
の
設
備
は
不
十
分
で

あ
り
、
今
後
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
の
際
に
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
内
容
を
盛
り
込
み
た

い
。

③
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
国

が
今
秋
策
定
す
る
新
防
災
基
本

計
画
が
示
さ
れ
た
場
合
に
直
ち

に
対
応
が
出
来
る
準
備
を
し
て

参
る
が
、
新
地
域
防
災
計
画
の

策
定
は
平
成
２４
年
度
の
見
込
み

で
あ
る
。

【
総
務
課
長
】

③
新
地
域
防
災
計
画
が
策
定
さ

れ
る
ま
で
、
暫
定
的
に
現
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
、
体
の
不
自

由
な
方
・
妊
婦
・
乳
幼
児
・
高

齢
者
等
の
避
難
生
活
は
福
祉
避

難
所
を
指
定
す
る
方
向
で
、

国
・
道
の
計
画
と
整
合
性
を
図

り
策
定
す
る
。

Ｑ
行
政
改
革
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

町
は
「
よ
り
一
層
積
極
的
か

つ
確
実
に
行
政
改
革
の
取
り
組

み
が
必
要
」
と
新
た
な
５
年
計

画
の
行
政
改
革
大
綱
を
打
ち
出

し
た
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

①
町
長
の
基
本
姿
勢
は

②
高
齢
者
の
「
一
人
暮
ら
し
対

策
」、「
老
老
介
護
家
庭
対
策
」

等
は
重
要
課
題
で
、
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
際
の
対
応
（
緊
急

連
絡
シ
ス
テ
ム
等
）
や
交
通
弱

者
対
策
な
ど
対
応
を
急
が
れ
て

い
る
が
、
町
が
出
来
得
る
サ
ー

ビ
ス
と
は
ど
の
様
な
所
ま
で

か
。

【
町
長
】

①
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け

て
経
営
感
覚
を
職
員
教
育
に
、

最
小
経
費
で
最
大
効
果
、
地
域

と
の
協
働
等
を
８
項
目
に
分
け

て
実
践
し
て
参
り
た
い
。

②
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
も
関

係
機
関
と
検
討
中
で
あ
り
、
緊

急
通
報
装
置
の
配
備
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
拡
大
を
引
き
続
き
行

っ
て
参
り
た
い
。

【
保
健
福
祉
課
長
】

②
高
齢
者
対
策
は
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
の
中
で
検
討
さ

れ
、
緊
急
時
対
策
は
、
地
域
の

協
力
や
新
し
い
装
置
の
導
入
等

ト
ー
タ
ル
に
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
効
果
が
で
な
い
。
光
フ
ァ
イ

バ
ー
利
用
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス

等
も
始
ま
り
、
よ
り
一
層
効
果

的
な
も
の
を
低
廉
で
運
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
参
り
た
い
。

他
に
「
最
終
処
分
場
と
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」、「
薪
ス
ト

ー
ブ
や
暖
炉
の
普
及
に
対
す
る

助
成
制
度
」
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
る
。

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
全
国
の
市
町

村
・
警
察
・
防
災
関
係
機
関
な

ど
で
は
危
機
管
理
体
制
の
見
直

し
や
強
化
な
ど
に
つ
い
て
、
可

能
な
範
囲
で
改
定
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
町
も
早
急
に
見

直
し
す
べ
き
と
考
え
る
。
峠
下

以
南
へ
の
防
災
無
線
の
設
置
や

活
火
山
駒
ヶ
岳
に
対
す
る
対
応

や
大
間
原
発
の
建
設
継
続
か
、

工
事
凍
結
な
ど
の
問
題
点
に
つ

い
て
も
議
論
と
検
証
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
あ
る
子

ど
も
達
に
元
気
と
希
望
を
与
え

ら
れ
る
た
め
に
は
、
原
子
力
発

電
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
（
太
陽
光
発
電
な
ど
の
導

入
）
な
ど
安
心
・
安
全
の
た
め

の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

峠
下
以
南
の
防
災
無
線
は
必

要
性
は
あ
る
が
多
額
の
事
業
費

が
見
込
ま
れ
個
別
の
自
治
体
で

対
応
で
き
る
も
の
で
な
い
。
国

の
防
災
基
本
計
画
の
改
定
に
よ

る
支
援
等
を
見
定
め
な
が
ら
検

討
し
て
行
き
た
い
。
駒
ケ
岳
噴

火
時
の
際
は
、
情
報
伝
達
と
し

て
わ
か
り
易
い
サ
イ
レ
ン
を
主

に
し
た
い
。
大
間
原
発
に
つ
い

て
、
藤
城
地
域
ま
で
約
５０
㎞
圏

内
に
あ
る
。
放
射
能
の
分
散
状

況
に
よ
っ
て
は
、直
接
的
被
害
、

風
評
被
害
も
懸
念
さ
れ
安
全
・

安
心
の
確
認
が
と
れ
る
ま
で
建

設
凍
結
を
求
め
た
い
。
ま
た
、

仁
山
か
ら
矢
不
来
に
は
活
断
層

が
あ
り
、
大
地
震
の
恐
れ
が
あ

る
。
警
戒
の
し
す
ぎ
も
よ
く
な

い
が
、
各
地
域
で
自
主
防
災
組

織
を
つ
く
り
、
有
事
に
役
立
つ

よ
う
訓
練
を
し
て
も
ら
い
た

い
。Ｑ

町
民
プ
ー
ル
の
利
用
向
上
と

健
康
促
進
を
考
え
る
べ
き
で
は

町
民
プ
ー
ル
は
広
く
町
民
に

愛
さ
れ
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

病
後
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
町
民
プ
ー
ル
利
用

期
間
は
７
月
か
ら
９
月
ま
で
と

短
期
間
で
夜
間
も
利
用
で
き
な

い
な
ど
制
限
や
感
染
症
な
ど
の

衛
生
面
で
も
心
配
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
学
校
プ
ー
ル
も
同
じ

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
効
率

的
、
効
果
的
な
維
持
管
理
の
た

め
、
施
設
も
一
本
化
し
た
、
多

目
的
な
温
水
プ
ー
ル
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
通
年
利
用
、

子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
意
欲
の

向
上
、
町
民
の
健
康
増
進
が
図

ら
れ
る
と
考
え
る
が
町
民
温
水

プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て
所
見

を
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】

町
民
プ
ー
ル
は
、
昭
和
４７
年

の
建
設
か
ら
す
で
に
３９
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
建
て
替

え
の
時
期
に
き
て
い
る
が
、
こ

の
度
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
施
設
の
耐
震
化
、
老
朽

施
設
の
改
築
を
優
先
し
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
建
て
替
え
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
改
め
て
計
画

を
策
定
し
整
備
を
進
め
て
参
り

た
い
。
な
お
、
温
水
プ
ー
ル
整

備
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意

見
を
募
り
、
結
論
を
出
し
て
参

り
た
い
。

他
に
「
期
日
前
投
票
に
心
理

的
負
担
の
解
消
を
。」
質
問
し

て
い
る
。
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一 般 質 問  

七飯町 議会だより 

町
内
に
は
、
そ
の
地
域
ご
と

に
町
民
が
憩
い
、
又
、
子
供
達

の
遊
び
の
場
と
も
な
る
公
園
が

整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
何
故
か
緑
町
に
は
ま
と

も
な
公
園
が
存
在
し
な
い
。

計
画
的
な
土
地
の
開
発
行
為

が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
幸

い
に
今
回
、
緑
町
町
営
住
宅
の

居
住
者
の
移
転
が
こ
の
秋
に
は

完
了
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
営

住
宅
跡
地
の
利
用
計
画
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
際
に
、
こ
の
町
営
住

宅
跡
地
の
一
角
に
公
園
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

緑
町
地
域
に
は
都
市
公
園
法

に
基
づ
く
都
市
公
園
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
街
化
区

域
の
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
１
ヶ
所

く
ら
い
は
街
区
公
園
程
度
の
都

市
公
園
が
あ
っ
て
も
好
い
の
で

は
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。

緑
町
町
営
住
宅
の
空
き
家
に

な
っ
た
建
物
は
順
次
解
体
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
在
２４
棟
中

４
棟
の
空
き
家
を
取
り
壊
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
段
階
で

町
営
住
宅
跡
地
の
具
体
的
な
計

画
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

団
地
内
の
現
地
に
は
遊
具
を

配
置
し
て
い
る
広
場
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
将
来
土
地
利
用
を
具

体
化
す
る
段
階
で
地
元
の
方
々

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
参
り
た
い
。

場
所
と
し
て
は
現
地
の
人
と

相
談
し
な
が
ら
緑
町
の
中
心
的

な
場
所
に
実
現
す
る
よ
う
、
買

収
、
交
換
、
等
価
交
換
な
ど
知

恵
と
工
夫
を
取
り
入
れ
な
が
ら

現
地
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
場
所

に
公
園
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

街
区
公
園
の
場
合
、
面
積
的

に
は
大
体
１
ｈａ
位
で
、
緑
地
の

面
積
割
合
は
３０
％
程
度
と
な
る

よ
う
な
基
準
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。Ｑ

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
の

完
了
を

文
部
科
学
省
は
、
今
回
の
東

日
本
大
震
災
で
学
校
施
設
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
公
立
学
校
の
耐

震
化
を
２
０
１
５
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
完
了
さ
せ
る
と
す
る

目
標
年
度
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
防
災
施
設
と
し
て

の
機
能
を
充
実
、
強
化
さ
せ
る

方
向
を
打
ち
出
し
た
。
こ
う
し

た
点
を
踏
ま
え
て
、
教
育
委
員

会
に
よ
る
学
校
の
耐
震
化
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
所

見
を
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】

文
部
科
学
省
は
、
こ
の
度
、

全
国
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
を

平
成
２７
年
度
ま
で
に
１００
％
完
了

さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
た
が
、
耐
震
化
の
必
要
な
、

大
沼
小
学
校
の
屋
体
、
軍
川
小

学
校
の
屋
体
、
七
重
小
学
校
の

校
舎
２
棟
、
大
中
山
小
学
校
の

校
舎
２
棟
と
屋
体
な
ど
に
つ
い

て
平
成
２１
年
度
に
実
施
し
た
耐

震
診
断
に
基
づ
く
優
先
度
を
勘

案
し
、
年
次
計
画
で
耐
震
補
強

あ
る
い
は
改
築
に
つ
い
て
可
能

な
限
り
実
施
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
の

示
す
指
針
に
よ
る
学
校
施
設
の

防
災
機
能
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
併
せ
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
「
一
般
住
宅
の
耐
震

化
工
事
の
促
進
に
つ
い
て
」
質

問
し
て
い
る
。

七
飯
町
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
日
本
の
近
代
農

業
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
基
幹

産
業
の
農
業
に
よ
る
品
質
の
高

い
農
産
物
の
生
産
や
全
国
で
も

知
名
度
の
高
い
大
沼
国
定
公
園

な
ど
、
食
と
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
た
子
育
て
環
境
に
最
も
適
し

た
町
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
を
４

年
後
に
控
え
、
こ
の
七
飯
町
の

魅
力
、
更
に
は
町
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
達
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
七

飯
町
を
全
国
に
発
信
し
、
将
来

を
担
う
健
康
な
子
ど
も
達
の
健

全
育
成
と
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
に
向
け
て
、
義
務
教
育
に

お
け
る
児
童
・
生
徒
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
全
国
的
に
無
料
化

に
取
り
組
み
始
め
て
き
て
い
る

な
か
、
道
南
で
は
初
め
て
の
給

食
費
全
額
無
料
化
を
町
の
政
策

と
し
て
、
早
期
に
実
現
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
い
た

い
。

【
教
育
長
】

学
校
給
食
を
提
供
し
て
い
る

児
童
生
徒
数
は
、
今
年
の
５
月

１
日
現
在
で
小
学
校
１
千
４９０

名
、
中
学
校
の
生
徒
が
８２８
名
で

給
食
費
の
無
料
化
を
実
施
し
た

場
合
に
お
け
る
保
護
者
の
年
間

負
担
軽
減
額
は
、
小
学
生
５
千

９８９
万
円
、
中
学
生
４
千
１７３
万
１

千
２００
円
、
合
計
年
間
１
億
１６２
万

９
千
３００
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
が
扶
助
費
と
し
て

支
給
し
て
い
る
も
の
を
除
く
と

年
間
約
８
千
１００
万
円
の
町
費
の

持
ち
出
し
が
必
要
と
な
る
た

め
、
実
施
は
極
め
て
難
し
い
。

【
町
長
】

基
本
的
に
は
義
務
教
育
の
部

分
は
な
る
べ
く
な
ら
無
償
で
で

き
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
が
、

多
額
の
町
費
が
か
か
る
と
言
う

こ
と
と
、
安
心
安
全
の
給
食
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
老
朽
化

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替

え
を
優
先
し
て
参
り
た
い
。

Ｑ
大
中
山
小
学
校
プ
ー
ル
老

朽
化
に
伴
う
複
合
プ
ー
ル
施
設

の
建
設
に
つ
い
て

従
来
か
ら
本
町
地
区
に
は
町

民
プ
ー
ル
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同

じ
人
口
規
模
で
あ
る
大
中
山
地

区
に
は
大
中
山
小
学
校
の
プ
ー

ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
プ

ー
ル
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
残

念
な
が
ら
小
中
学
校
に
お
け
る

水
泳
授
業
も
他
市
町
に
比
べ
て

活
発
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。水

泳
は
全
身
運
動
で
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
む
こ
と

で
健
康
な
基
礎
体
力
の
増
進
に

効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
高

齢
者
や
大
人
の
運
動
不
足
解
消

や
、
体
力
づ
く
り
、
健
康
な
体

を
つ
く
る
場
所
と
し
て
も
最
適

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

つ
い
て
は
、
大
中
山
地
区
に

小
中
学
校
の
授
業
で
も
利
用
可

能
で
、
町
民
も
通
年
利
用
で
き

る
屋
内
型
温
水
プ
ー
ル
を
小
中

学
校
の
近
隣
敷
地
に
建
設
し
て

は
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
い
た

い
。

【
教
育
長
】

大
中
山
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
、
す
で
に
３９
年
が
経
過
し
、

校
舎
及
び
屋
内
体
育
館
と
同
様

に
老
朽
化
が
非
常
に
著
し
く
早

期
の
改
善
が
必
要
と
認
識
し
て

お
り
、
校
舎
・
屋
内
体
育
館
の

耐
震
補
強
、
改
築
な
ど
の
整
備

計
画
と
併
せ
て
検
討
し
て
参
り

た
い
。

ま
た
、
現
時
点
で
の
温
水
プ

ー
ル
建
設
は
極
め
て
厳
し
い

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
広
く

利
用
で
き
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
の
在
り
方
を
含
め

こ
れ
か
ら
十
分
検
討
し
て
参
り

た
い
。

AQ&

上
　
野
　
武
　
彦  

議 

員 

QA
緑
町
地
域
に
公
園
の
設
置
を 

街
区
公
園
の
設
置
を
検
討
し
た
い 

AQ&

中
　
川
　
友
　
規  

議 

員 

学
校
給
食
費
無
料
化
早
期
実
現
は 

給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
が
優
先 

QA

AQ& 学
校
給
食
費

給
食
セ
ン
タ
ー

QA
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七飯町 議会だより 

◆
議
会
議
員
の
納
税
の
実
態
に

つ
い
て
の
陳
情
書

【
要
旨
】

町
議
会
議
員
の
納
税
の
実
態

に
つ
い
て
町
民
に
知
ら
せ
て
頂

き
た
い
。

【
理
由
】

七
飯
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
に
つ
い
て
、
公
開
質
問
状

が
提
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
議
会

議
員
が
長
年
に
わ
た
っ
て
町
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
ま
で
、
議
員
は

率
先
し
て
納
税
を
し
、
町
民
の

模
範
と
な
っ
て
町
民
の
代
表
と

し
て
町
政
に
あ
た
っ
て
い
た
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
議
員
の
滞

納
が
事
実
な
ら
、
大
変
な
問
題

だ
と
意
識
し
て
下
さ
い
。

５
年
位
前
か
ら
、
個
人
名
は

良
い
で
す
か
ら
、
何
年
に
何
人

の
滞
納
者
が
い
た
の
か
町
民
に

知
ら
せ
下
さ
い
。

平
成
２３
年
６
月
９
日

陳
情
者

七
飯
町
本
町
３
丁
目
１３
―
２

佐
々
木
　
　
　
覚

七
飯
町
鳴
川
５
丁
目
９
―
１８

高
　
田
　
清
　
二

七
飯
町
鳴
川
５
丁
目
１１
―
４

薬
　
袋
　
　
　
誠

七
飯
町
字
藤
城
３９８
―
２

藤
　
田
　
正
　
幸

七
飯
町
鳴
川
４
丁
目
２９２
―
２

岡
　
島
　
俊
　
実

こ
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
審
査
を
行
う
た
め
、
議

会
運
営
委
員
会
へ
審
査
を
付
託

し
た
。

一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
出
納
状

況
を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
２３
年
２
月
分
を

３
月
３０
日
、
３１
日

平
成
２３
年
３
月
分
を

４
月
２７
日
、
２８
日

◇
検
査
結
果

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
な
し
。

◇
監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

神
　
c
�
和
　
枝

平
成
２３
年
４
月
分
を

５
月
３０
日
、
３１
日

◇
検
査
結
果

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
な
し
。

◇
監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

※判定　○＝出席、×＝欠席、△＝遅参・早退・中座、公＝公務、忌＝忌引 

定例会出席状況一覧表 

第２回定例会 

６月１５日 

６月１６日 

６月１７日 

６月２０日 

開  会  日 

小

松

義

光

 

横

田

有

一

 

牧
　
野
　
喜
代
志 

坂

田

邦

彦

 

木

下

　

敏

 

佐

野

史

人

 

林

　

秀

樹

 

青

山

金

助

 

坂

本

　

繁

 

畑

中

静

一

 

上

野

武

彦

 

中

島

勝

也

 

平

松

俊

一

 

長
谷
川
　
生
　
人 

中

川

友

規

 

日
下
部
　
雅
　
一 

前

田

宗

勝

 

神

�

和

枝

 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議長あての文書は直接議会事務局へ送付して下さい。

　議会議長あての文書や案内状は、日程の調整をする 
必要がありますので直接議会事務局にお送り下さい。 

◆送り先　　七飯町本町６丁目１番１号 
　　　　　　七飯町議会議長　あて 
◆電　話　　６５－５９４７（直通） 

議会事務局からのお願い 

本会議は、1階ギャラリーのテレビで 
見ることができます。 

議会���傍聴議会���傍聴しましょう！
役場１階ギャラリーでライブ中継しています。 

（日程等は、議会事務局へ確認 
　下さい。） 

を 

　第3回定例会は平成23年9月
上旬から開催の予定です。 
　議会では開かれた議会活動を
目指して、多くの方々の傍聴を
望んでいます。 

監 

査 

報 

告 

監 

査 

報 

告 

例  

月  

出  

納  

検  

査 

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書 

陳
　
情
　
書 

ほ
か
に
、
次
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

牧
　
野
　
喜
代
志 

議 

員 
１
　
平
成
２３
年
度
七
飯
町
施
政
方
針
及
び
平
成
２３
年
度
予
算
に 

　
　
施
政
方
針
が
具
体
的
に
ど
う
政
策
化
さ
れ
て
い
る
か 

２
　
平
成
２３
年
度
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て 

３
　
大
間
原
発
建
設
に
つ
い
て 
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